
 

 

 

 

初めての和室を使ったゆるカフェ。４つのテーブルを囲み、それぞれゆった

りとした雰囲気の中で日々の切実な話題について、話をしました。子育て中の

若いお母さんたちと、子育て支援に関わるボランティアさん、ＮＰＯのみなさ

ん、さらには山下市長も加わり、約 30名の方が参加しました。 

①相談する人が身近にいない、②買い物などのちょっとした外出をためらっ

てしまう、③子どもの歯の矯正について悩んでいるなど、多くの悩みを抱えつ

つ、子育てしている実情が見えてきました。 

『“元気な子供”を育てるには“元気なお母さん”を支援する仕組み作りが必

要だ。』との声もありました。困ったときに『誰に・どこに』声をあげればい

いのか、わからないことがあります。そのようなときには、小回りが利くボラ

ンティアの知恵と行動が役に立てると感じました。 

市民活動やボランティア活動に関する「よろず相談」

を開催しています。活動を始めたい人、今の活動に悩

んでいる人や団体などお気軽にご相談ください。4月

以降も実施予定です。 

日時：3月 8日（水）午後 2時から午後 4時 

場所：市民活動・ボランティアセンター 

いさわマンドリンクラブ様より「創立３５周年記念

演奏会」で集めた支援金と会員の募金を合わせ

41,703円の寄付をいただきました。これで、西原村

災害救援ボランティアセンターへの支援金の総額

は、212,254 円となります。ご協力ありがとうござ

いました！ 

24名が参加し活発な意見が交わされました。 

「今は支援する側にいるが、明日は支援される側にい

るかも。大変不安。」「運転免許の自主返納について、不

安を抱えて運転せざるを得ない地域環境。返納後の移動

及び経済的負担への不安がある。」などの意見が出され

ました。また、災害時を心配する声も聞かれました。 

困っている当事者からの「公共交通機関に頼らざるを

得ないが整備されていないため買い物や病院等移動が

不自由。」という意見も出され、地域差はあるが深刻な

問題であることがわかりました。 

交通手段の地域格差、 

移動支援、高齢者の交 

通事故対策等、今後も 

みんなで協議をしてい 

くことが決まりました。 


